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る.【対象・方法】 当科で 2012年 6月～2013年 2月に
泌尿器癌の骨転移に対する治療としてデノスマブを投与
開始した 10症例について治療効果および有害事象につ
いて検討した.症例は 51歳～80歳 (平均 67.6歳),前立
























当院では 2012年 5月に腹腔鏡手術を導入し, 2013年
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【目 的】 当院における T1腎細胞癌の手術療法の変遷
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泌尿器科手術は比較的待機が可能で出血量が予測でき
ることより自己血輸血に適した術式が多い.自己血輸血
の対象となる手術は主に尿路悪性腫瘍手術である.簡便
に行える貯血式自己血輸血が普及している.当科の主た
る悪性腫瘍手術における貯血式自己血輸血の意義につい
て検討した.
根治的腎摘除術,腎部分切除術,膀胱全摘除術,前立腺
全摘除術における過去 5年間の手術件数の推移,出血量,
自己血貯血,自己血輸血,同種血輸血について検討した.
前立腺全摘除術については過去 15年まで検討した.
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